
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

本
稿
は
、
別
稿
(
l
)

を
受
け
、
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
希
望
表
現
(
2
)

を
解
明
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
如
く
、
御
堂
関
白
記
は
藤
原
道
長
（
九
六
六
—

1
0
二
七
）
の
日
記
で
あ

り
、
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
か
ら
治
安
元
年

(
1
0
ニ
―
)
ま
で
の
記
事
を
収
め
る
、

い
わ
ゆ
る
記
録
体
の
資
料
で
あ
る
。
著
者
の
自
筆
本
十
四
巻
お
よ
び
平
安
時
代
の
古

写
本
（
子
の
頼
通
の
筆
と
い
う
）
十
二
巻
が
陽
明
文
庫
に
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
資
料
的
価
値
は
言
う
ま
で
も
な
く
高
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
御
堂
関
白

記
に
お
け
る
希
望
表
現
の
解
明
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
記
録
体
に
お
け
る

希
望
表
現
の
解
明
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

一
、
は
じ
め
に

目
次
一
、
は
じ
め
に

二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

三
、
各
構
成
形
式
の
用
法

四
、
お
わ
り
に

欲
（
一
六
例
）

願
（
二
六
例
）

テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
「
大
日
本
古
記
録

記
」
（
岩
波
書
店
昭
和
五
十
九
年
）
を
用
い
る
。

二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

御
堂
関
白
記
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
形
式
は
全
て
漢
字
形
式
で
あ
り
、
仮
名

形
式
は
見
ら
れ
な
い
。
以
下
は
そ
の
構
成
形
式
の
種
類
と
用
例
数
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
扱
っ
て
き
た
諸
文
献
と
比
べ
、
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構

成
形
式
の
種
類
は
い
た
っ
て
単
純
で
あ
り
、
し
か
も
各
構
成
形
式
の
用
例
数
も
さ
ほ

ど
多
く
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
御
堂
関
白
記
の
全
体
の
量
と
も
関
係
す
る

が
、
記
事
の
内
容
と
も
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。 連

祈
（
三
例
）

御
堂
関
白

仲

友

柴

田

昭

御
堂
関
白
記
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て



彰

子

(
3
)
中
宮
釦
出
従
内
給
（
寛
弘
五
年
七
月
九
日
上
二
六
二
頁
）

三
、
各
構
成
形
式
の
用
法

「
欲
」
の
用
法

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
既
に
解
明
さ
れ
て
い
る
如
く
、
「
欲
」
の
用
法
に
は
、
い
わ

ゆ
る
名
詞
の
用
法
、
実
動
詞
の
用
法
、
助
動
詞
の
用
法
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

名
詞
の
用
法
の
「
欲
」
は
お
お
よ
そ
現
代
語
の
「
欲
望
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
り
、

実
動
詞
の
用
法
は
「
＼
が
欲
し
い
、
ー
を
欲
し
が
る
」
、
助
動
詞
の
用
法
は
「
＼
し

た
い
」
（
願
望
）
、
お
よ
び
「
＼
し
よ
う
と
す
る
」
（
将
然
）
に
当
た
る
。

こ
の
視
点
で
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
「
欲
」
の
用
例
を
分
析
す
る
と
、
名
詞
の
用

法
が
一
例
、
他
は
全
て
助
動
詞
の
用
法
で
あ
り
、
実
動
詞
の
用
法
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
ず
、
名
詞
の
用
法
の
用
例
を
見
よ
う
。

(
l
)
従
内
罷
出
、
参
枇
杷
殿
、
仰
雑
事
、
所
ク
破
新
釦
、
参
内
（
寛
弘
六
年
十
月

七
日
中
二
三
頁
）

右
の
例

(
l
)
の
「
欲
」
は
「
新
し
い
欲
望
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
テ
キ

ス
ト
の
解
釈
に
従
わ
ず
に
、
「
欲
」
は
後
続
の
「
参
内
」
と
―
つ
の
句
と
し
て
「
欲

参
内
」
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
こ
の
「
欲
」
は
名
詞
の
用
法
で
は
な

く
助
動
詞
の
用
法
と
な
る
。
当
面
こ
の
例
を
存
疑
の
例
と
し
て
扱
う
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。こ
の
例
を
除
い
て
他
の
例
は
後
ろ
に
動
詞
を
伴
う
、
明
ら
か
に
助
動
詞
の
用
法
で

あ
る
。

(
2
)
午
時
許
還
、
鉗
参
内
、

(

-

）

 

（
寛
弘
四
年
十
一
月
廿
日

上
二
三
九
頁
）

(
7
)
釦
参
慈
徳
寺
、
依
物
忌
札
参
（
寛
弘
四
年
十
二
月
廿
二
日

例

(
2
)
の
「
欲
参
内
」
は
、
「
参
内
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
解
さ
れ
、
一
人
称

の
「
願
望
」
を
「
説
明
」
す
る
用
法
(
3
)

で
あ
る
。
例

(
3
)
は
、
「
中
宮
は
内
裏
よ

り
お
出
で
に
な
ろ
う
と
お
考
え
に
な
っ
た
」
と
解
さ
れ
、
三
人
称
の
「
願
望
」
を

「
説
明
」
す
る
用
法
で
あ
る
。

御
堂
関
白
記
に
お
け
る
「
欲
」
の
用
例
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、

的
な
形
の
存
在
で
あ
る
。
例
え
ば
、

い
わ
ゆ
る
定
型

(
4
)
釦
参
給
圃
‘
奉
御
櫛
箆
一
雙
、
手
筈
一
雙
、
各
入
物
（
寛
弘
五
年
十
一
月
十

七
日
上
二
七
六
頁
）

(
6
)
従
北
廂
還
来
、
釦
上
間
、
取
書
杖
参
上
（
寛
弘
六
年
十
一
月
十
七
日

九
頁
）

下

右
の
例

(
4
)

（5
)

（6
)
に
は
、
「
欲
＼
間
」
の
形
が
見
ら
れ
る
。
「
間
」

の
用
法
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
「
＼
し
よ
う
と
す
る
時
」
と
解
さ
れ
る
。

(
8
)
参
大
内
、
夜
深
退
出
、
紺
詣
東
三
条
、
依
夜
行
札
参
、

日
中
ニ
ニ
四
頁
）

(
5
)
紺
参
内
間
、
随
身
所
下
只
今
申
有
犬
産
由
、
令
立
簡
、

七
日
中
一
―
頁
）

上
二
四
四
頁
）

（
長
和
元
年
正
月
廿

(
9
)
終
日
雨
降
、
有
雨
間
釦
参
内
無
間
、
伯
朴
参
（
寛
仁
二
年
三
月
十
六
日

一
四
七
頁
）

中

（
寛
弘
六
年
九
月
廿



(13)
閉
刷
僧
正
雅
慶
、

御
堂
関
白
記
に
お
け
る
「
願
」
は
全
て
仏
教
関
係
の
内
容
を
さ
し
、
ま
た
他
の
字

と
複
合
し
た
複
合
形
式
が
殆
ど
で
あ
る
。

（二）

御
堂
関
白
記
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

(10)
右
大
臣
承
之
、
氏
人
ク
奏
慶
由
如
常
、
釦
我
立
、
摂
政
相
比
、
伯
札
立
（
寛

仁
二
年
四
月
廿
八
日
下
一
五
七
頁
）

右
の
例

(
7
)
(
8
)

（9
)

（10)
に
は
、
「
欲
＼
不
＼
」
の
形
が
見
ら
れ
る
。

即
ち
、
何
か
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
実
際
の
行
動
に
移
さ
な
か
っ

た
、
と
い
う
意
を
表
す
用
例
で
あ
る
。

「
欲
＼
間
」
は
明
月
記
に
も
多
数
見
ら
れ
る
が
(
4
)

、
「
欲
＼
不
＼
」
は
御
堂
関
白

記
に
特
有
な
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
固
定
し
た
表
現
形
式
に
お
い
て
は
、
「
欲
」

の
表
す
意
味
は
「
願
望
」
か
有
情
物
の
「
将
然
」
か
区
別
し
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と

は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
三
五
頁
）

中
九
七
頁
）

右
の
例

(11)
は
年
の
経
つ
こ
と
を
表
す
も
の
で
、
「
将
然
」
を
表
す
用
法
で
あ

る
。
例

(12)
の
主
体
は
鶯
で
あ
る
が
、
擬
人
的
表
現
で
鶯
の
心
情
を
表
す
用
例
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
「
将
然
」
「
願
望
」
と
も
に
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

「
願
」
の
用
法

(11)
今
已
欲
年
過
、

（
寛
弘
元
年
三
月
廿
五
日

（
寛
弘
六
年
十
二
月
廿
日

上
八
0
頁
）

(12)
有
作
文
事
、
題
鶯
老
釦
蹄
谷
（
寛
弘
八
年
三
月
十
八
日

右
の
用
法
以
外
に
、
自
然
現
象
を
表
す
用
例
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

[
勒
]

(21)
午
時
、
此
日
供
養
弥
勤
・
延
命
・
五
大
力
菩
薩
・
仁
王
経
千
部
・
普
賢
十
願

十
巻
（
寛
弘
元
年
一
1

一
月
十
五
日
中
一
四
三
頁
）

(20)
又
太
内
側
馴
千
部
法
華
経
摺
初
、

（
寛
弘
六
年
十
二
月

(19)
中
宮
御
産
間

11数
鉢
等
身
御
佛
造
初
、

頁）

(18)
又
所
と
居
御
柿
馴
僧
、
入
夜
詣
法
性
寺
、

(17)
内
御
讀
経
紺
馴
（
寛
弘
元
年
十
月
一
日

（
寛
弘
六
年
十
二
月

（
寛
弘
六
年
八
月

右
の
例

(15)

（16)
に
お
け
る
「
願
文
」
は
、
法
会
の
時
の
施
主
の
願
意
を
記

し
た
表
白
文
、
あ
る
い
は
神
仏
に
立
願
の
時
の
起
請
の
主
旨
を
記
し
た
祈
願
文
で
あ

り
、
い
わ
ば
仏
教
用
語
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
用
例
は
御
堂
関
白
記
に
五
例
見
ら

れ
る
。そ
の
他
、
「
結
願
」
「
祈
願
」
「
立
願
」

見
ら
れ
、
以
下
は
そ
の
例
文
で
あ
る
。

上
―
―
二
頁
）

「
御
願
」

「
普
賢
十
願
」
が
一
例
ず
つ

来

(
1
6
)兵
部
卿
御
馴
~
持
侍
従
中
納
言
書
之
（
長
和
元
年
五
月

（
大
江
）

(15)
卿
対
匡
衡
朝
臣
作
、
左
大
弁
書
之
（
寛
弘
四
年
十
月
一
日

(
1
4
)布
施
講
師
•
閲
馴
絹
十
五
疋
（
寛
弘
八
年
三
月
廿
七
日
中
九
八
頁
）

右
の
例

(13)

（14)
に
お
け
る
「
叩
几
願
」
は
、
法
会
に
冗
願
文
を
読
む
役
僧
の

こ
と
で
あ
り
、
冗
願
師
の
こ
と
を
さ
す
。
こ
の
よ
う
な
用
例
は
御
堂
関
白
記
に
一
―
―
―

例
見
ら
れ
る
。

上
二
三
四
頁
）

中
一
五
七
頁
）

中
一
五
頁
）

中
三
四

中
三
四
頁
）



四
、
お
わ
り
に

右
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
「
願
」
は
、
い
ず
れ
も
仏
教

用
語
で
あ
り
、
「
ー
し
た
い
」
「
＼
て
ほ
し
い
」
と
い
う
一
般
的
な
希
望
表
現
を
表

す
用
例
は
一
例
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
「
願
」
の
特

徴
と
言
え
よ
う
。

（三）

(22) 

(23) 

「
祈
」
の
用
法

（
日
脱
力
）
依

日
来
天
晴
、
然
去
十
程
雨
下
、
於
神
祇
官
、

（
寛
弘
六
年
八
月
十
八
日
中
一
四
頁
）

夕
方
令
出
家
給
有
仰
、

日
中
―
1
0
頁
）

（
甚
力
）

先
作
側
棚
、
其
有
感
應
、

官

脱

(24)
去
月
立
間
雨
一
両
降
後
久
不
降
、
俯
神
祇
側
棚
井
七
大
寺
御
讀
経
龍
穴
御
讀

経
等
宜
旨
下
云
々
、
（
寛
仁
二
年
五
月
廿
一
日
下
一
六
三
頁
）

右
の
例

(
2
2
)
(
2
3
)

（24)
に
お
け
る
「
御
祈
」
は
、
何
れ
も
神
仏
に
対
す
る

「
お
祈
り
」
で
あ
り
、
や
は
り
一
般
的
な
希
望
表
現
で
は
な
い
。

以
上
、
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
希
望
表
現
を
考
察
し
て
き
た
。
結
論
と
し
て
、
以

下
の
諸
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

一
、
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
形
式
は
種
類
が
単
純
で
、

各
種
類
の
用
例
数
も
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

し
か
も

（
寛
弘
八
年
六
月
十
四

御
堂
関
白
記
に
「
祈
」
の
用
例
が
三
例
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
用
例
は
何
れ
も
「
御

祈
」
の
形
で
あ
る
。

申
被
側
棚
、

俯
所
被
立
也
、

（
二
0
0
三
年
四
月
三
十
日
受
理
）

（
し
ば
た
し
ょ
う
じ
香
川
大
学
教
育
学
部
教
授
）

（
れ
ん
ち
ゅ
う
ゆ
う
香
川
大
学
外
国
人
研
究
者
）

二
、
各
形
式
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
定
型
的
な
形
が
目
立
つ
。
即
ち
、
「
欲
」
に

は
「
欲
＼
間
」
「
欲
＼
不
＼
」
が
多
用
さ
れ
、
「
願
」
は
全
て
仏
教
用
語
と
し
て
の

名
詞
用
法
で
あ
り
、
「
祈
」
は
全
て
「
御
祈
」
と
し
て
使
わ
れ
る
名
詞
用
法
で
あ
る
。

【注】
(
l
)
柴
田
昭
二
、
連
仲
友
「
希
望
表
現
の
通
史
的
研
究
序
説
」
（
「
香
川
大

学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
第
I
部
第
1
0
9
号
平
成
12
年
3
月
）
。

(
2
)
こ
こ
で
い
う
希
望
表
現
と
は
、
人
の
願
い
望
み
に
関
す
る
、
一
種
の
心
情
的

表
現
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
下
位
分
類
と
し
て
、
話
者
自
身
の
動
作
・

状
態
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
を
「
願
望
表
現
」
、
他
者
の
動
作
・
状
態

に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
を
「
希
求
表
現
」
と
称
す
る
。
さ
ら
に
、
希
望

を
直
接
発
す
る
場
合
を
希
望
の
「
表
出
」
、
そ
れ
以
外
の
問
い
質
し
や
過
去

な
ど
の
場
合
を
希
望
の
「
説
明
」
と
称
す
る
。
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
、

「
願
望
」
は
「
＼
た
い
」
の
形
で
、
「
希
求
」
は
「
＼
て
ほ
し
い
」
の
形
で

表
現
す
る
の
が
最
も
一
般
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
称
現
在
形
式

「
一
人
称
＼
た
い
」
「
一
人
称
＼
て
ほ
し
い
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
願
望
」
、

「
希
求
」
の
「
表
出
」
で
あ
り
、
一
人
称
の
過
去
「
一
人
称
＼
た
か
っ
た
」

「
一
人
称
＼
て
ほ
し
か
っ
た
」
、
二
人
称
の
疑
問
「
二
人
称
＼
た
い
か
」

「
二
人
称
＼
て
ほ
し
い
か
」
、
三
人
称
の
「
三
人
称
ー
た
が
る
」
な
ど
の
形

式
は
、
「
説
明
」
に
あ
た
る
。

(
3
)
同
注

(
2
)

。

(
4
)
柴
田
昭
二
、
連
仲
友
「
明
月
記
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て
」
（
『
香
川

大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
j

第
I
部
第
lli
号

平

成

14
年
11
月
）
参
照
。
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